
が
聞
か
れ
た
し
、
テ
レ
ビ
報
道
を
前
に
持

論
を
語
る
登
山
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
お
金
を
支
払
わ
な
い
と
優

れ
た
自
然
地
域
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

我
々
国
民
は
皆
等
し
く
自
由
に
利
用
す

る
権
利
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
利
用
環
境
を
整
え
、
維
持

管
理
し
て
い
く
の
か
。
ど
う
や
っ
て
こ
の

自
然
と
付
き
合
い
、
次
世
代
に
継
承
し
て

い
く
の
か
。
誰
が
負
担
す
る
。
自
然
は
タ

ダ
な
の
か
。
観
光
を
振
興
し
よ
う
と
す
る

研
究
者
、
実
践
者
と
し
て
、
い
つ
も
向
き

合
う
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
本
号
の
特
集
テ
ー
マ
を
“
入

山
料
を
問
う
”
と
し
た
。

あ
る
特
定
の
地
域
に
立
ち
入
る
時
に
利

用
者
が
支
払
う
負
担
金
を
入
域
料
や
入
場

料
、
特
に
自
然
公
園
（
国
立
公
園
、
国
定

公
園
、
都
道
府
県
立
公
園
）
に
立
ち
入
る

時
に
は
入
園
料
、
さ
ら
に
そ
の
道
が
明
ら

か
に
山
域
深
く
、
山
頂
に
続
く
時
に
は
入

山
料
と
、
一
般
的
に
は
言
っ
て
い
る
。

本
誌
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的

で
公
的
な
自
然
地
域
へ
の
立
ち
入
り
に
か

か
る
負
担
金
を
対
象
と
し
た
。
こ
の
時
、

話
題
と
な
る
場
所
の
多
く
は
自
然
公
園
で

あ
り
、
利
用
者
に
そ
の
負
担
を
求
め
る
考

え
方
や
方
法
論
に
は
、
特
に
山
を
意
識
し

た
時
に
も
共
通
の
要
件
が
多
い
と
考
え
た

の
で
、
自
然
公
園
へ
の
入
園
料
に
つ
い
て

も
多
く
の
紙
幅
を
要
し
た
。

ひ
と
口
に
登
山
と
い
っ
て
も
、
険
し
い

山
頂
を
目
指
す
行
為
も
あ
れ
ば
、
尾
瀬
ヶ

原
の
よ
う
に
散
策
と
い
う
言
葉
が
似
合
う

も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
行
為
を
基

準
に
登
山
か
否
か
を
区
分
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
あ
え
て
特
定
す
る
な
ら
ば
、
お
そ

ら
く
筆
者
ら
は
、
山
域
に
あ
る
が
故
、
登

山
道
や
ト
イ
レ
な
ど
の
利
用
環
境
整
備
の

困
難
度
が
高
く
、
か
か
る
経
費
も
高
額
に

な
る
こ
と
が
容
易
に
想
定
で
き
る
ケ
ー
ス

に
お
け
る
利
用
者
の
包
括
的
な
負
担
金
を

特
に
入
山
料
と
呼
ん
で
い
る
。

特
集
記
事
中
、
入
域
料
、
入
園
料
、
入

山
料
の
語
に
つ
い
て
は
、こ
の
よ
う
な
観
点

と
文
脈
か
ら
、同
義
と
し
て
、あ
る
い
は
特

に
山
を
意
識
し
て
い
る
ケ
ー
ス
と
し
て
解
釈

し
て
ほ
し
い
。

そ
の
上
で
、こ
こ
で
は
企
画
の
発
端
と
な

っ
た
入
山
料
を
タ
イ
ト
ル
と
し
て
用
い
た
。

筆
者
が
考
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、公
的
な

自
然
地
域
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

お
け
る
“
利
用
者
（
観
光
客
）の
権
利
と

義
務
”と“
管
理
者
の
役
割
”で
あ
る
。
そ

れ
を
探
る
上
で
、入
山
料
は“
是
か
非
か
”、

そ
し
て“
そ
の
理
由
”を
問
う
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
課
題
の
行
方
を
探
る

冒
頭
で
、田
部
井（
本
誌
・
巻
頭
言
）は
洗

練
さ
れ
た
言
葉
遣
い
に
よ
る
明
快
な
回
答

を
提
示
し
た
。
は
か
ら
ず
も
レ
ー
ル
が
敷

か
れ
、
特
集
記
事
の
編
集
は
理
想
を
現
実

に
落
と
し
込
む
作
業
の
よ
う
に
も
思
え
た
。

社
会
資
本
と
受
益
者
負
担

阿
部（
本
誌
・
座
談
会
）は
、我
が
国
に

お
け
る
既
存
見
解
の
レ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に

受
益
者
負
担
と
し
て
入
山
料
を
徴
収
す
る

背
景
を
、“
観
光
的
利
用
は
何
ら
か
の
負
担

に
値
す
る
特
殊
な
受
益
”を
根
拠
に
、“
利

用
者
の
便
益
と
自
然
保
護
の
観
点
”か
ら
、

“
本
来
は
国
家
予
算
で
整
備
や
保
護
を
し

て
き
た
が
、
混
雑
し
て
弊
害
が
生
じ
て
い

る
場
所
で
あ
れ
ば
、来
る
人
に
負
担
と
協
力

を
求
め
る
考
え
方
”と
整
理
し
た
。

ま
た
、加
藤（
１
９
９
６
年
）の
カ
ナ
ダ

に
お
け
る
国
立
公
園
入
園
料
な
ど
の
大
改

革
の
カ
ギ
は“
利
用
者
負
担
の
原
則
”で
あ

り
、“
国
立
公
園
の
維
持
管
理
に
必
要
な
費

用
の
す
べ
て
を
政
府
の
一
般
財
政
で
賄ま

か
な

う

と
い
う
こ
と
は
、
結
局
は
納
税
者
で
あ
る

国
民
一
般
に
そ
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
（
原
文
通
り
）。

し
か
し
国
立
公
園
を
訪
れ
な
い
人
々
も

含
む
国
民
の
す
べ
て
が
国
立
公
園
の
維
持

管
理
費
を
負
担
す
る
と
い
う
の
は
公
平

と
は
い
え
な
い
。
必
要
と
な
る
費
用
は
そ

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
々
か
ら
徴
収

す
る
方
が
よ
り
公
平
で
あ
る
（
原
文
を
要

38

“入山料を問う”にあたり
公益財団法人日本交通公社

理事・観光文化研究部長　　寺崎  竜雄

視
座特集テーマからの２

０
１
３
年（
平
成
25
年
）夏
、富
士
山

が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
直
後
に

試
験
導
入
さ
れ
、
広
く
注
目
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
入
山
料
。
正
し
く
は
富
士
山
保

全
協
力
金
と
い
い
、
山
頂
を
目
指
す
登
山

者
か
ら
徴
収
す
る
も
の
。
強
制
力
の
な
い

任
意
の
寄
付
金
で
あ
り
、
支
払
わ
な
い
者

は
登
る
べ
か
ら
ず
、と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

な
に
し
ろ
富
士
山
で
あ
る
。
当
然
の
ご
と

く
筆
者
の
周
囲
で
も
賛
否
を
言
い
合
う
声
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39 特集テーマからの視座◉＂入山料を問う＂にあたり

約
）”と
い
う
引
用
、解
説
は
分
か
り
や
す
い
。

こ
れ
に
対
し
、土
屋（
本
誌
・
座
談
会
）

は
、
受
益
者
に
負
担
を
強
い
る
の
は“
社

会
資
本
、
も
し
く
は
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
、
国
立
公
園
や
自
然
地
域
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
が
あ

る
程
度
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
”

と
言
い
、
ま
ず
は
“
こ
の
国
と
し
て
、
国

民
と
し
て
自
分
た
ち
の
自
然
環
境
の
保
全

や
、
自
然
の
中
で
の
楽
し
み
は
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
”
を
明
示
し
た
上
で
、“
全
て

社
会
資
本
と
し
て
国
が
整
備
す
る
こ
と
は

無
理
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の

受
益
者
負
担
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
”
と
、

受
益
者
負
担
論
を
牽
制
す
る
。

小
原（
本
誌
・
39
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
）も

ま
た“
国
立
公
園
は
、日
本
国
民
の
た
め
に

あ
り
、
公
共
施
設
と
し
て
予
算
を
投
入
す

る
理
由
も
十
分
に
あ
る
”と
し
、
そ
も
そ

も“
大
自
然
に
分
け
入
り
、山
岳
地
や
森
林

を
歩
く
楽
し
み
を
享
受
す
る
こ
と
に
対
し
、

誰
か
ら
だ
ろ
う
と
金
を
取
ら
れ
る
い
わ
れ

は
な
い
”と
言
い
切
る
。た
だ
し
、ど
う
し

て
も
整
備
予
算
が
捻
出
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、

一
定
割
合
の
受
益
者
負
担
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
入
山
料
や
入
園
料
の
徴

収
は
、
受
益
者
（
利
用
者
）
負
担
を
根
拠

に
し
、
そ
れ
を
利
用
環
境
の
整
備
に
使
う

と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
前
提
や
留
意
事
項
な

ど
に
は
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
考
え
方
そ

の
も
の
は
お
お
む
ね
支
持
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
受
益
者
負
担
を
根
拠
に
利
用

環
境
を
維
持
管
理
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と
、

お
金
の
徴
収
に
よ
っ
て
利
用
者
の
行
動
を

誘
導
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
は
別
も
の
だ

と
い
う
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
入
山
料
や
入
園
料
を
高
く
設
定
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
人
数
を
制
限
す
る

と
い
う
考
え
方
は
短
絡
的
で
あ
る
。

法
的
な
課
題

入
山
料
や
入
園
料
の
対
象
地
や
徴
収
方

法
に
法
的
な
規
定
は
あ
る
の
か
。

阿
部（
本
誌
・
座
談
会
）に
よ
る
と
、入

園
料
の
徴
収
に
は“
土
地
の
権
原
が
あ
る

こ
と
が
前
提
”で
あ
る
。
溝
手（
本
誌
・
40

〜
41
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
）
は
、“
国
や
自
治

体
は
、
公
有
地
に
あ
る
山
岳
地
帯
で
は
土

地
所
有
権
を
根
拠
に
入
山
料
を
徴
収
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
”と
解
説
す
る
。ま
た
、

長
野
県
地
方
税
制
研
究
会（
２
０
１
４
年
）

も“
い
わ
ゆ
る
入
山
税
は
法
定
外
目
的
税

と
し
て
成
立
し
得
る
課
税
で
あ
り
理
論
的

に
問
題
な
い
”と
結
論
づ
け
て
い
る
。

こ
こ
で
、
国
や
自
治
体
が
入
山
料
や
入

園
料
を
義
務
化
す
る
際
に
は
、
根
拠
と
な

る
法
律
や
条
例
の
準
備
、
徴
収
の
方
法
の

徹
底
な
ど
が
課
題
と
な
る
。

　自然を楽しみたいという動機と、自然を守りたいという立
場は、かつては何の矛盾もなく同居していた。そのような時
代の感覚からすると、地質や生態系が自ら形作ってきた大
自然に分け入り、山岳地や森林を歩く楽しみを享受するこ
とに対し、誰からだろうと金を取られるいわれはないと思っ
ている。
　他人などいない大自然の中に入ってこそ、自然の中で生
き物としてのヒトである自分を再認識できる。生きるために
絶対必要なのは、食べること、眠ること、排

はいせつ

泄すること、そ
れだけで十分なのだということ、そしてそれが自分をいかに
充実させてくれるものかということを知ることができる。
　ところが、人口密度の高い国や地域で、その希望者が増
えすぎた場合、どうしたらいいのか、という問題が起きてきた。
　さらに大自然の場には、個人を超えた他の視点も参入し
てきている。観光業や、何らかのアピールなどを目的として

いる立場からすると、多数を受け入れて、周辺利益を上げ
ることが重視されるし、管理側の視点からは、持続可能な
利用が重視される。
　自然を楽しむ視点から見ると、利用者が増えて必要不
可欠な静けさが消滅したり、自然そのものが破壊されるこ
とは認め難い。しかし、自分だけに自然を享受する権利が
あるわけでない以上、これは利用のバランスをどう取るの
かと考えざるを得ない。国立公園という施設が何のために
あるのか。さまざまな場で日々 の労働をこなし、日本を支え
ている国民が、疲れを癒やし、活力を取り戻すためのもの
だろう。国にはその責任があるし、公共施設として予算を
投入する理由も十分にある。
　それがどうしても捻出されないというのなら、管理能力と
管理責任を併せ持つ機関が費用を算出し、一定の割合で
受益者負担をしてもらうこと
になるだろう。当然それは安
易に要求してはならないもの
だ。決して利用者に説得力
のある根拠もなしにたかるよ
うな金の取り方をしてはなら
ない。 　  （おばら ひろし）

コラム

有限会社　屋久島野外活動総合センター

自然ガイド　小原 比呂志
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40

視
座特集テーマからの

例
え
ば
、
富
士
山
の
適
正

利
用
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

は
、
強
制
徴
収
導
入
に
は
利

用
者
を
確
実
に
補
足
し
て
徴

収
す
る
こ
と
を
前
提
条
件
と

し
て
お
り
、こ
の
点
も
富
士
山

の
ケ
ー
ス
が
任
意
の
協
力
金

に
と
ど
ま
っ
た
要
因
で
あ
る

（
本
誌
・
特
集
１
）。
富
士
山
に

限
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
山
域
で

は
、
入
域
口
を
限
定
で
き
な

い
。
技
術
的
な
側
面
か
ら
も
、

入
山
料
義
務
化
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

一
方
で
、
入
山
料
や
入
園
料
を
義
務
化

し
た
時
の
管
理
者
責
任
を
問
う
声
が
あ
る
。

奥
原（
本
誌・42
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
）は“
管

理
者
が
入
山
料
を
徴
収
す
る
と
な
っ
た
ら
、

そ
の
管
理
者
は
遭
難
事
故
対
応
も
含
め
て

あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
責
任
あ
る
対
処
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
”
と
指
摘
し
、“
伝
統
的

な
不
文
律
で
成
り
立
っ
て
き
た
山
の
管
理

に
、
入
山
料
と
い
う
考
え
方
が
入
り
込
み
、

権
利
や
責
任
な
ど
の
関
係
性
が
明
確
に
な

る
こ
と
”
に
懸
念
を
示
す
。
溝
手
も
、
国

や
自
治
体
の
営
造
物
責
任
を
指
摘
す
る
。

問
題
点
は
少
し
ず
れ
る
が
、
長
野
県
地

方
税
制
研
究
会
（
２
０
１
４
年
）
は
、
入

山
税
の
使
途
と
し
て
、
登
山
道
整
備
、
山

小
屋
ト
イ
レ
の
設
置
や
維
持
管
理
、
山
岳

遭
難
防
止
活
動
と
し
て
の
可
能
性
を
是
と

観光文化226号 July 2015

公有地の利用の対価を徴収することが可能である。しかし、
日本の山岳には私有地が含まれ（富士山は神社の私有地
が多く、尾瀬は電力会社の私有地が多い）、国や自治体の
所有でない私有地について土地利用料を徴収するのは不
合理である。
　漁業権を有する漁協が、海でスキューバダイビングをす
る者から潜水料を徴収することを違法とした裁判例がある

（東京高裁平成8年10月28日判決）。海は漁協の所有物では
ないので、漁協が海の利用料を徴収することは法律的な理
由に欠ける。
　国や自治体が設置した施設（駐車場、トイレ、休憩所、車
道）などでは、国などが施設利用料を徴収することが可能
であり、現実に料金を徴収している。現在はこの料金は施
設利用の対価とされているが、駐車場の料金などに入山料
的な意味を付加することは可能だろう。この場合には、登山
者に限らず、観光客や仕事で駐車場などを利用する者から
も料金を徴収することになる。
◉論点2
　国や自治体が、法律や条例に基づいて、自然公園の利用
者に入園料を課すことが考えられる。その場合には、国や自
治体による自然公園の管理が前提になり、公園の管理に関
して、営造物責任（国家賠償法2条）が問題になる。
　欧米では、「自然状態を維持する」ことを管理の内容とす
る自然公園が少なくなく（公園によって多様である）、利用者
が自然のもたらす危険性を承認していれば、公園の管理責
任の範囲が限定される。しかし、日本では、「公園の管理＝
人工的な施設の設置」という傾向が強いこと、利用者が危
険性を承認して行動することを前提にした法理論が不十分
なことから、行政にとって営造物責任が重くなることを恐れ
て十分な管理をしにくいという問題がある。
　また、日本の自然公園は私有地を多く含むため、土地所
有権と公園管理権の関係で問題が生じる。富士山は神社

の私有地が多いが、神社の関係者（神社の承認を得た者
を含む）が神社所有地にある自然公園に入るのに入園料を
払うのは不合理である。したがって、入園料の対象は、公有
地や人がほとんど住んでいない場所にある自然公園に限ら
れるだろう。
◉論点3
　入山料を税金として徴収する方法も考えられるが、税金
の根拠、目的、公平性などが問われ、論点２以上に技術的
な難しさがある。
◉論点4
　入山料の強制徴収では、目的の明確性が必要である。施
設管理費を補うための入山料は、環境保護を直接の目的と
するものではない。環境保護を目的とする入山料は、入山者
数を抑制する効果が求められるが、低額の入山料では、環
境保護の効果を期待できない。
　強制徴収は罰則がなければ実効性がない。罰則を設け
る場合には罪刑法定主義に基づいて罰則の対象を明確に
しなければならない。
　強制徴収では公平性が要求される。静岡県の実施要綱
では、「登山道開通期間」に3つの登山道の5合目から「山頂
を目指す登山者」が協力金徴収の対象とされている。「山頂
を目指さない」観光客と登山者、1合目から登る登山者、登山
道以外を登る登山者、登山道開通期間外の登山者は協力
金徴収の対象外であり、公平性に欠ける。（みぞて やすふみ）

溝手康史（みぞて やすふみ）
　弁護士。1955年生まれ。国立登山
研修所専門調査委員、日本山岳サー
チ・アンド・レスキュー研究機構理事、
日本山岳文化学会、日本ヒマラヤ協
会、広島山岳会などに所属。これまで
ヒマラヤや北極圏のバフィン島など国
の内外で登山をする。著書に『登山の
法律学』（東京新聞出版局）、『山岳
事故の法的責任』（星雲社）など。
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し
て
い
る
が
、
山
岳
遭
難
救
助
費
用
に
つ

い
て
は
“
国
民
の
生
命
・
身
体
に
関
わ
る

行
政
経
費
と
負
担
を
突
き
合
わ
せ
て
考

え
る
と
目
的
税
的
な
考
え
方
に
な
じ
ま
な

い
”
と
言
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に

至
る
過
程
に
は
多
様
な
意
見
が
あ
っ
た
よ

う
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
律
や
条
例
に
基
づ

い
た
入
山
料
の
義
務
化
に
向
け
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
で
あ
る
。

一
方
で
、
富
士
山
保
全
協
力
金
は
、
法

的
に
は
寄
付
金
や
募
金
と
同
じ
で
あ
り
、

要
項
に
基
づ
く
拘
束
力
の
な
い
行
政
指

導
で
あ
る（
溝
手
）（
40
〜
41
ペ
ー
ジ
の
コ

ラ
ム
）。
制
度
導
入
に
向
け
た
手
続
き
面
、

徴
収
の
技
術
面
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
、
義
務

化
に
比
べ
る
と
容
易
だ
と
言
え
よ
う
。
こ

の
時
、
寄
付
金
と
い
う
性
質
上
、
徴
収
に

あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
任
意
で
あ
る
こ

と
の
明
示
や
、
支
払
い
を
拒
否
し
に
く
い

状
況
に
し
な
い
こ
と
な
ど
に
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
支
払
い
意
思
は
あ
る

も
の
の
声
を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
支

払
わ
な
か
っ
た
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
る
。

任
意
で
あ
る
が
故
に
、
徴
収
率
が
想
定
よ

り
低
く
な
っ
た
り
、
支
払
い
の
有
無
に
よ

る
不
平
等
感
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

昨
年
、
筆
者
は
屋
久
島
を
訪
れ
た
時
、

法律家から見た「入山料」
　富士山などにおける登山「協力金」について、法律的な観
点から若干の意見を述べる。

「協力金」の法的性格
　富士山登山の「協力金」は、「富士山保全協力金」として
県の実施要綱に基づいて徴収されている。法律や条例で
規定すれば入山料の支払いを義務化することが可能だが、
要綱に基づく「協力金」の徴収は行政指導であり、行政指
導には法的拘束力がない。「協力金」のような任意の支払
金は、法的には寄付金や募金と同じである。
　行政指導について、静岡県行政手続条例30条は、「行政
指導の内容があくまでも相手方の任意の協力によってのみ
実現されるものである」こと、「行政指導に携わる者は、そ
の相手方が行政指導に従わなかったことを理由として、不
利益な取扱いをしてはならない」ことなどを規定している。
これと同様の条例が全国の自治体で制定され、国が行う行
政指導については、行政手続法に同様の規定がある。
　実施要綱では、富士山保全協力金の金額について、「1
人当たり1000円を基本とする」としているが、任意に支払う
金員は、本来、その金額も任意である。寄付は、いくら寄付
をするかという点を含めて「任意」である。
　静岡県が、「富士山保全協力金実施要綱」と同時に「富
士山寄附金実施要綱」を制定したことは、「富士山保全協
力金」が「富士山寄附金」と異なるものであるかのような誤

解を与える。「富士山保全協力金」も「富士山寄附金」もど
ちらも法的には同じ任意の支払金であり、それを「協力金」
とするか「寄附金」とするかは、行政内部の区分けである。
　外国では、ヒマラヤ、マッキンリー、キリマンジャロなどで入
山料を強制徴収している。国立公園への入園者に入園料を
課す国もあるが、これらの入山料は強制徴収が前提である。
　「協力金」要綱は、法律的な拘束力がないが、富士山な
どでは、一定の政策上の効果が期待されている。日本では、
明治以降、国民が、法的拘束力のない行政指導を拒否しに
くい状況があり、この点は、法の支配の不十分な日本の社会
を反映していた。しかし、それが、行政上の不公平さや不明
朗さをもたらし、結果的に行政に対する国民の不信を招い
た。そのため、平成5年に制定された行政手続法（自治体の
場合には、行政手続条例）で行政指導を強要できないこと
や不利益な扱いがされないことが明記された。
　仮に、協力金としての入山料の支払いを拒否しにくい状
況が生じれば、それは違法な徴収になる。
　任意性のない協力金の支払いは、後で自治体に不当利
得として返還義務が生じる可能性がある。協力金の徴収に
あたり、「協力金」を払うかどうかが利用者の任意である点
を登山者に明示することが必要である。

「入山料」の義務化について
　以上のように、義務化しない入山料の徴収は、その実効
性に疑問がある。
　法律や条例を制定すれば、入山料の強制徴収が可能で
あるが、その場合に、国民が納得できるだけの法的根拠と
適正な方法が必要である。
◉論点1
　公有地にある山岳地帯では、国や自治体は、土地所有権
を根拠に入山料を徴収することが可能である。土地所有権
は、土地を全面的に支配管理できる権利であり、法的には、

コラム

みぞて法律事務所

弁護士　溝手 康史
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視
座特集テーマからの

縄
文
杉
に
向
か
う
荒
川
登
山

口
や
白
谷
雲
水
峡
の
入
り
口

に
お
い
て
厳
格
な
徴
収
に
遭

遇
し
、
少
々
い
ら
だ
っ
た
。

逆
に
富
士
山
で
は
協
力
依

頼
の
声
か
け
が
不
十
分（
山
本

〔
本
誌
・
特
集
１
の
コ
ラ
ム
〕）

だ
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
利

用
者
、
管
理
者
と
も
に
、
協

力
金
の
性
質
を
十
分
に
理
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

余
談
に
な
る
が
、
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
財
源
確
保
の
手
段
と
し
て
、
駐
車
料
金
、

駐
車
場
か
ら
対
象
地
ま
で
の
送
迎
バ
ス
代

金
と
し
て
の
徴
収
を
よ
く
経
験
す
る
。

一
昨
年
の
春
、
と
あ
る
桜
の
名
勝
地
で

は
、
駐
車
料
金
は
無
料
、
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
、
こ
れ
ま
で
徴
収
し
て
い
た

桜
協
力
金
は
廃
止
、
と
い
う
案
内
を
し
た

上
で
、
町
の
観
光
協
会
は
１
人
３
０
０
円

の
“
観
桜
料
金
”
を
支
払
え
と
言
う
。
こ

の
時
は
桜
を
見
な
が
ら
、
ず
っ
と
法
的
解

釈
を
巡
ら
せ
て
い
た
。

利
用
者
の
理
解

利
用
者
（
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
客

や
登
山
者
）
は
、
自
然
公
園
へ
の
入
園
料

や
登
山
の
有
料
化
を
お
お
む
ね
受
け
入
れ

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
中
島
〔
本

誌
・
特
集
１
〕、
愛
甲
〔
本
誌
・
特
集
２
〕、

神
谷
〔
本
誌
・
座
談
会
〕）。
さ
ら
に
、
富

士
山
の
入
山
料
に
つ
い
て
は
、
各
種
調
査

と
も
に
お
お
む
ね
80
％
の
人
が
“
強
制
す

べ
き
だ
”
と
答
え
て
い
る
（
中
島
〔
本
誌
・

特
集
１
〕）。

ジ
ョ
ー
ン
ズ（
本
誌・特
集
１
の
コ
ラ
ム
）

は
、
富
士
山
保
全
協
力
金
制
度
を
事
前
に

知
っ
て
い
た
比
率
は
、
日
本
人
92
％
に
対

し
て
、
外
国
人
29
％
と
、
外
国
人
の
認
知

度
の
低
さ
を
指
摘
す
る
。
加
え
て
、
外
国

人
に
お
い
て
、
事
前
に
知
ら
な
か
っ
た
人

の
協
力
金
の
支
払
い
意
思
は
43
％
に
と
ど

ま
る
の
に
対
し
て
、
知
っ
て
い
た
場
合
に

は
72
％
に
ま
で
上
が
る
と
分
析
す
る
。

こ
の
よ
う
に
利
用
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
基
に
し
た
分
析
結
果
の
多
く

は
、
入
山
料
や
入
園
料
に
好
意
的
で
あ
る
。

一
方
で
、
日
頃
か
ら
登
山
客
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
客
と
じ
か
に
接
す
る
石
塚
（
本
誌・

43
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
）
は
、“
こ
の
登
山
道

は
誰
が
整
備
し
て
い
る
の
か
や
、
ト
イ
レ

の
清
掃
や
処
理
な
ど
に
も
お
金
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
を
気
に
か
け
る
お
客
様
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
”
と
い
う
。
さ
ら
に
、
入

域
料
や
ト
イ
レ
の
使
用
料
に
対
し
“
な

ぜ
？ 

と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
”
と
、
利
用
者
の
理
解
不
足
を

指
摘
す
る
。

利
用
者
の
声
に
は
よ
り
注
意
深
く
耳

観光文化226号 July 2015

　仮に、上高地を訪れる全ての観光客から1人100円の入
域料をいただくと、年間で１億2千万から1億５千万円ほど
の基金ができる。これを使って案内標識やトイレなどの各
種施設整備などや自然環境の保全ができれば、今以上
の楽しみを提供することができる。来訪者の負担感がそ
れほどではない金額であれば、入域料という考え方はよ
い。ただし、徴収方法、使途などのシステムがしっかりして

いることが大前提だ。北米に
代表される世界の国立公園の
ように入り口にゲートがあり、そ
こを通る観光客からあまねく
入域料を徴収できればよいが、
上高地への入り口は複数あり、
現状では全員からということは
難しい。また、来訪者の滞在

時間や行動が多様であり、公平感を出すのは難しいだろう。
　一方で、上高地を奥部まで歩き、さらに穂高岳などに向
かう登山者に入山料を強制するとなると、複雑な要素が
絡んでくる。登山道の管理者は誰なのか。つまり、管理者
が入山料を徴収するとなったら、その管理者は遭難事故
対応も含めてあらゆることに責任ある対処をしなければな
らない。損害賠償の対象にもなる。これは重大な課題で
ある。北アルプスでは、登山道の整備は山小屋の力によ
るところが大きい。自分の山小屋に安全に、そして快適に
登山客を呼び込むための営業行為だという人がいるかも
しれない。それは否定しないが、小屋の近くの登山道で
事故が起きれば、山小屋が対応しているという状況も理
解すべきだ。これなどは、伝統的な不文律であり、登山と
いう楽しみは、難しいルートになるほど、自己責任を求めら
れることを前提として、成り立ってきた。ここに、入山料とい
う考え方が入り込み、権利や責任などの関係性が明確に
なることは果たしてよいことなのか。長野県では遭難時の
救出活動費用における自己負担の議論がされるようにな
った。入山届の義務化にも多様な意見がある。登山では、
まず安全対策。入山料に関わるところは、今のところ、曖

あい

昧
まい

なままでよい気がする。（談）　　  　（おくはら つかさ）

コラム

上高地旅館組合　組合長
　上高地西糸屋山荘主
登山ガイド　奥原 宰
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を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、

入
山
料
や
入
園
料
の
目
的
や
使
途
を
よ
り

明
確
に
し
、
分
か
り
や
す
い
表
現
で
広
く

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
で
き

れ
ば
、
旅
の
準
備
段
階
か
ら
そ
の
こ
と
が

十
分
に
伝
わ
り
、
納
得
の
上
で
来
訪
し
て

も
ら
い
た
い
。

前
述
し
た
屋
久
島
の
白
谷
雲
水
峡
の
入

り
口
に
は
、“
山
岳
部
保
全
募
金
事
業
の

収
支
状
況
を
報
告
し
ま
す
”
と
し
て
、
１

年
間
の
募
金
額
（
２
１
０
９
万
１
千
円
）、

支
出
額
（
１
９
０
４
万
５
千
円
）
の
内
訳

な
ど
が
詳
細
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

ほ
ど
精せ

い

緻ち

な
報
告
を
見
る
と
、
半
ば
強
制

的
な
徴
収
方
法
に
も
十
分
に
納
得
で
き
た
。

実
施
地
で
の
出
納
状
況
報
告
に
併
せ
て
、

石
塚
が
言
う
よ
う
に
、
良
好
な
自
然
体
験

や
環
境
学
習
を
通
し
て
、
自
然
環
境
の
尊

さ
、
持
続
可
能
な
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
り
よ
う
、
利
用
者
と
し
て
の
責
務

な
ど
も
伝
わ
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

金
額

筆
者
が
富
士
山
の
入
山
料
に
強
く
関

心
を
持
っ
た
き
っ
か
け
の
一
つ
は
、“
富
士

山
登
山
者
数
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
１
人

７
０
０
０
円
徴
収
す
べ
き
”
と
い
う
報
道

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
正
直
非
常
に
驚
き
、

当
局
は
高
額
な
入
山
料
に
よ
っ
て
入
域
制

限
を
始
め
る
と
い
う
の
か
、
と
警
戒
心
が

湧
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

こ
の
試
算
は
栗
山（
本
誌・特
集
３
）（
栗

山
〔
２
０
１
３
年
６
月
〕） 

に
よ
る
も
の
で

あ
る
。“
５
０
０
円
～
１
０
０
０
円
程
度

の
入
山
料
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
入
山

料
が
１
人
当
た
り
５
０
０
円
の
時
の
抑
制

効
果
は
２
％
、
１
０
０
０
円
の
時
は
４
％
。

仮
に
富
士
山
の
訪
問
者
数
が
世
界
遺
産
登

録
に
よ
り
30
％
増
加
す
る
場
合
、
入
山
料

の
み
で
現
状
水
準
ま
で
抑
制
す
る
た
め
に

は
少
な
く
と
も
１
人
当
た
り
７
０
０
０
円

の
入
山
料
が
必
要
”
と
科
学
的
に
分
析
し

て
い
る
。
注
意
深
く
見
れ
ば
、
入
山
規
制

の
た
め
に
徴
収
額
を
上
げ
よ
と
い
う
趣
旨

で
は
な
い
が
、
報
道
を
通
し
て
数
値
が
強

調
さ
れ
る
と
理
解
を
誤
り
が
ち
に
な
る
。

さ
て
、
入
園
料
、
入
山
料
を
是
と
し
た

場
合
に
、
適
正
な
金
額
は
い
く
ら
な
の
か
。

そ
の
算
出
根
拠
は
ど
う
す
べ
き
か
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
特
集
１
で

利
用
者
意
識
を
基
に
し
た
関
連
数
値
を

紹
介
し
て
い
る
。
国
立
公
園
の
入
園
料

を
聞
い
た
世
論
調
査
で
は
５
０
０
円
〜

１
０
０
０
円
程
度
、
登
山
者
に
聞
い
た
入

山
料
は
１
０
０
０
円
〜
３
０
０
０
円
と
い

う
声
が
多
い
。

愛
甲
（
本
誌
・
特
集
２
）
は
ア
メ
リ
カ

有
料
化
実
証
実
験
の
紹
介
を
通
し
て
、“
入

園
料
徴
収
の
賛
成
者
は
多
い
が
、
よ
り
安

　山岳ガイド・自然ガイドとして登山客やトレッキング客を
案内している時にいつも感じるのは、お客様は自分のこ
とだけに集中して行動したり感動したりしており、例えばこ
の登山道は誰が整備しているのかや、トイレの清掃や処
理などにもお金がかかっていることを気にかける人はほと
んどいないということ。入域料やトイレの使用料のことを
言うと、「なぜ？」という疑問を投げかけられることがある。
山小屋を経営しているのだから、登山道やトイレなどは山
小屋が整備するのが当たり前という考え。まずは、一緒に
自然の中を歩くことを通して、この状態は誰かによって保
たれているということを理解してもらうことが大切だと思う。
私たち山岳ガイドも登山道整備を手伝うこともある。関係
者が協力し合って、登山の環境を整えているということを
うまく伝えたい。
　山との関わり方を理解してほしい。私たちや、山小屋の

人たち、ボランティアで登山を支えている人たちと登山客
とで山の楽しさを分かち合いたい。それができた時、登山
道やトイレの整備費に見合う分を支払ってもらうとよいと
思う。実際支払う金額は、実費見合い分というのは無理が
あるので、納得感のある落としどころを見つけなければな
らない。強制でなく、自発的に支払うというのが理想だ。
　上高地やその周辺にはまだ広く知れ渡っていない多く
の自然エリアが残っている。そこにも踏み入って見せてあ
げたい。そして自然の素晴らしさを感じてほしい。環境教
育にも役立つだろう。ただし、ガイドが同行し、自然環境
にとことん配慮する。そしてお客様の安全管理も万全に。
そのような場所を利用する時には、十分な入域料を支払っ
てもらうとよい。（談）　　　　     　　（いしづか　さとみ）

コラム

NPO法人信州まつもと山岳ガイド協会やまたみ
　事務局長

山岳ガイド・自然ガイド　石塚 聡実
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視
座特集テーマからの

い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
回
答

も
多
く
、
特
に
所
得
や
学
歴

が
低
い
ほ
ど
、
旅
行
費
用
の

高
さ
が
国
立
公
園
の
訪
問
意

欲
を
阻
害
す
る
”
こ
と
を
書

い
て
い
る
。“
公
共
の
施
設
で

あ
る
以
上
、
利
用
の
公
平
性

が
求
め
ら
れ
る
。
利
用
金
額

は
訪
問
を
阻
害
し
な
い
程
度

に
す
べ
き
”
と
い
う
考
え
に

筆
者
は
賛
同
す
る
。
愛
甲
に

よ
る
“
管
理
者
は
、
支
払
う
対
象
と
金
額

の
明
示
、
支
払
い
能
力
と
受
益
範
囲
の
公

平
性
や
経
済
的
効
率
性
・
徴
収
お
よ
び
運

営
コ
ス
ト
の
考
慮
、
地
元
住
民
や
外
国
人
、

学
生
へ
の
配
慮
が
必
要
”に
も
注
目
し
た
い
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
本
誌
・
座
談
会
に

お
け
る
阿
部
の
“
維
持
管
理
に
必
要
な
経

費
を
利
用
人
数
で
按あ

ん
ぶ
ん分

す
る
”
と
い
う
考

え
方
が
理
解
さ
れ
や
す
い
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
神
谷
（
本
誌
・
座
談
会
）
は
、

そ
の
エ
リ
ア
で
享
受
す
る
総
合
的
な
サ
ー

ビ
ス
の
対
価
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
面
白

い
と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
の
実
践
例
と
し
て
、
乗
鞍

山
麓
の
五
色
ヶ
原
で
の
取
り
組
み
が
興
味

深
い
。
乗
鞍
山
麓
五
色
ヶ
原
の
散
策
コ
ー

ス
を
歩
く
た
め
に
は
、
主
催
者
が
用
意
す

る
有
料
ツ
ア
ー
に
10
日
前
ま
で
に
予
約
し

て
参
加
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
価
格

は
、
ガ
イ
ド
１
人
が
同
行
す
る
約
10
人
の

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
場
合
、
ガ
イ
ド
料
、

施
設
利
用
料
、
傷
害
保
険
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
代
な
ど
も
含
め
て
参
加
者
１
人
当
た
り

９
０
０
０
円
。

直
感
的
に
は
高
額
に
感
じ
る
が
、
自
然

環
境
の
保
全
状
況
の
良
好
さ
に
加
え
、
歩

道
の
歩
き
や
す
さ
と
周
囲
の
自
然
と
の
バ

ラ
ン
ス
の
良
さ
、洗
浄
器
付
き
水
洗
ト
イ
レ
、

そ
し
て
コ
ー
ス
の
一
部
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

（
車
い
す
）
対
応
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
付

加
価
値
の
高
さ
を
筆
者
は
実
感
し
た
。
そ

し
て
ツ
ア
ー
参
加
費
は
地
元
行
政
に
納
入

さ
れ
た
。

広
く
知
ら
れ
、
既
に
多
く
の
方
に
利
用

さ
れ
て
い
る
場
所
で
、
新
た
に
こ
の
よ
う

な
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
に
は
困
難
が

多
い
が
、
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
よ

う
な
自
然
地
域
、
戦
略
的
に
誘
客
を
図
ろ

う
と
す
る
自
然
地
域
で
は
、
転
ば
ぬ
先
の

杖
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
大
い

に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

合
意
形
成

入
山
料
や
入
園
料
に
関
わ
る
理
論
的
な

整
理
を
試
み
て
き
た
が
、
果
た
し
て
現
場

の
関
係
者
は
こ
の
テ
ー
マ
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
主
に
観
光
事
業
に

関
わ
る
関
係
者
の
声
を
少
し
ば
か
り
聞
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
コ
ラ
ム
と
し
て
紹
介
し

た
。
い
ず
れ
も
個
人
の
考
え
を
聞
い
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
包
括
的
な
見
解

で
は
な
い
こ
と
に
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

概
観
す
る
と
、
い
ず
れ
も
入
山
料
や
入

園
料
の
導
入
に
は
慎
重
で
あ
る
。

理
屈
と
し
て
は
理
解
で
き
て
も
（
総
論

賛
同
）、
実
現
さ
せ
る
と
な
る
と
い
く
つ
も

の
壁
が
あ
り
（
各
論
困
難
）、
現
状
で
は

難
し
い
と
い
う
。

愛
甲
は
、ア
メ
リ
カ
有
料
化
実
証
実
験

の
中
で
“
有
料
化
の
根
拠
と
使
途
が
明
確

で
な
け
れ
ば
利
用
者
や
関
係
者
に
は
支
持

さ
れ
ず
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
利
害
関

係
者
を
含
む
べ
き
だ
”
と
き
れ
い
に
ま
と

め
て
い
る
が
、
こ
の
実
践
が
難
し
い
。

柴
崎
（
本
誌
・
特
集
４
）
に
よ
る
屋
久

島
の
状
況
分
析
は
、
現
実
を
端
的
に
表

し
て
お
り
、
そ
の
経
緯
に
臨
場
感
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
、
行
き

す
ぎ
た
観
光
利
用
か
ら
自
然
を
保
護
す
べ

き
と
い
う
立
場
と
、
入
山
料
や
入
山
制
限

は
観
光
客
数
や
観
光
収
入
の
減
少
を
も
た

ら
し
地
域
経
済
の
疲
弊
に
つ
な
が
る
と
い

う
地
域
振
興
の
立
場
と
の
間
で
意
見
が
戦

わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

は
か
ら
ず
も
土
屋（
本
誌
・「
わ
た
し
の

１
冊
」）が
紹
介
す
る
宮
本
常
一
著『
忘
れ

ら
れ
た
日
本
人
』
の“
寄
り
あ
い
”に
は
驚

い
た
。今
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、利
害
関
係

者
に
よ
る
時
間
を
か
け
た
丁
寧
な
話
し
合

い
と
い
う
合
意
形
成
過
程
は
理
想
で
あ
る
。

こ
の
時
、
栗
山
（
本
誌
・
特
集
３
）
は
、

懸
案
事
項
に
関
す
る
科
学
的
な
分
析
結
果

が
議
論
の
助
け
に
な
る
と
主
張
す
る
。
自

然
地
域
を
対
象
と
し
た
議
論
に
は
、
と
か

く
理
科
系
の
研
究
者
や
研
究
成
果
が
重
用

さ
れ
る
が
、
観
光
利
用
が
絡
む
案
件
で
は

柴
崎
が
言
う
よ
う
に
社
会
科
学
者
の
活
躍

も
ま
た
重
要
で
あ
る
。

計
画
論
と
利
用
者
論

柴
崎
（
本
誌
・
特
集
４
）
は
、
屋
久
島

を
ケ
ー
ス
に
“
全
島
・
包
括
的
な
、
な
お

か
つ
全
産
業
・
生
活
の
関
連
性
を
見
据
え

た
地
域
計
画
づ
く
り
を
内
発
的
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
”
と
主
張
す
る
。

入
山
料
の
問
題
は
、
狭
義
の
入
山
料
で

あ
れ
ば
周
囲
へ
の
波
及
は
限
定
的
か
も
し
れ

な
い
が
、よ
り
広
域
へ
の
入
園
料
と
な
れ
ば
、

対
象
エ
リ
ア
内
の
維
持
管
理
の
あ
り
よ
う

に
と
ど
ま
ら
ず
、周
辺
地
域
も
含
め
た
地
域

社
会
に
何
ら
か
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
。

対
象
地
の
目
標
像
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確

に
し
、
そ
こ
に
向
け
た
方
針
を
検
討
す
る
。

そ
こ
に
は
「
自
然
環
境
」
の
状
態
と
「
観

光
客
」
の
状
況
、
そ
し
て
地
域
の
「
産
業

や
経
済
」
の
様
子
や
「
地
域
住
民
の
意
識
」
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［
参
考
文
献
］

・
加
藤
峰
夫
「
国
民
全
体
の
負
担
か
ら
利
用
者
の
負

担
へ
―
カ
ナ
ダ
国
立
公
園
の
利
用
料
金
シ
ス
テ
ム
大

改
革
と
、
今
後
に
予
定
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
「
民
営

化
」の
動
向
―
」（『
國
立
公
園N

o.548

』、国
立
公
園

協
会
、
１
９
９
６
年
）

・『
山
岳
及
び
高
原
に
係
る
費
用
の
利
用
者
負
担
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
報
告
書
』（
長
野
県
地

方
税
制
研
究
会
、
２
０
１
４
年
）

・http://w
w

w
.kyoto-u.ac.jp/static/ja/new

s_
data/h/h1/new

s6/2013/130604_1.htm

・http://w
w

w
.hida.jp/goshiki/index.shtm

l

・
大
平
俊
次
「
乗
鞍
山
麓
五
色
ヶ
原
の
森
の
取
り
組
み
」

（『
國
立
公
園No.644

』、
国
立
公
園
協
会
、

２
０
０
６
年
）

ま
で
が
描
か
れ
る
と
な
お
よ
い
。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
ら
の
軽
重
は
地
域
特
性
に
よ
っ
て

異
な
る
も
の
だ
。

そ
し
て
、ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
す
る
手
段

を
検
討
す
る
段
階
で
入
山
料
や
入
園
料
が

話
題
と
な
る
こ
と
、
問
題
対
処
型
で
は
な

い
、ビ
ジ
ョ
ン
達
成
型
の
入
山
料
、
入
域
料

の
仕
組
み
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

入
山
料
や
入
園
料
に
つ
い
て
は
、
あ
る

特
定
地
域
に
特
化
し
て
話
題
と
な
る
こ
と

が
多
い
。
そ
の
ほ
う
が
問
題
は
明
確
に
な

り
、
現
実
的
で
あ
り
、
議
論
が
深
ま
る
。

こ
の
特
集
も
富
士
山
を
ま
ず
題
材
に
し
、

そ
こ
か
ら
話
を
展
開
し
た
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
、
管
理
者
側
か
ら
の
見
解
で
あ
り
、

観
光
地
の
計
画
論
の
範は

ん

疇ち
ゅ
う

だ
と
言
え
よ
う
。

ま
さ
に
、
筆
者
ら
の
日
常
的
な
業
務
領
域

で
の
話
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、土
屋
（
本
誌・座
談
会
）

が
言
う
よ
う
に
、
国
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
、
そ
も
そ
も

国
民
が
享
受
す
べ
き
良
質
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る

の
か
と
い
う
議
論
が
、
も
う
少
し
活
発
化

し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

誘
客
に
よ
る
経
済
活
性
化
を
目
的
と

す
る
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
の
整
備

が
よ
く
話
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
加
え
て
、

利
用
者
の
効
用
を
軸
に
し
た
こ
と
、つ
ま

り
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
余
暇
の
過
ご

し
方
と
い
う
側
面
か
ら
も
提
案
し
て
い
き

た
い
。

も
ち
ろ
ん
、
利
用
者
は
、
受
益
者
負
担
、

自
然
地
域
で
の
自
己
責
任
な
ど
に
関
わ
る

意
識
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●

金
子（
本
誌
・
45
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
）の
、

“
何
事
も
な
け
れ
ば
、
何
ら
の
対
処
も
必

要
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
関
わ
る
人
た
ち

が
日
々
注
意
深
く
自
然
地
域
を
見
守
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
”“
不
測
の
事
態
に
陥

る
一
歩
手
前
が
利
用
の
許
容
限
界
で
あ
り

自
然
に
と
っ
て
も
優
し
い
水
準
”
と
い
う

考
え
方
は
、
自
然
地
域
を
観
光
利
用
す
る

上
で
の
理
想
だ
ろ
う
。

一
方
、
不
便
で
厳
し
い
利
用
環
境
で
あ

っ
て
も
原
生
的
な
自
然
を
楽
し
み
た
い
と

い
う
人
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
、
あ
る
程

度
快
適
な
利
用
環
境
の
も
と
で
自
然
を
楽

し
み
た
い
と
い
う
人
も
い
る
。
多
様
な
観

光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
あ
る
と
よ
い
。

自
然
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
利
用
者
に

と
っ
て
も
優
し
い
水
準
が
何
か
を
考
え
て

い
き
た
い
。重
要
な
こ
と
は
、「
資
源
」と「
利

用
」
と「
整
備
」の
状
態
が
バ
ラ
ン
ス
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
持
続
す
る
こ

と
で
あ
る
。

こ
れ
に
向
か
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
利

用
者
負
担
は
あ
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

（
て
ら
さ
き　

た
つ
お
）

　小笠原ではこれまで入山料が話題となっ
たことはない。父島で最も高い山の標高は
320メートル程度。登山の対象とは言いにく
い。ツアーコースでは海抜300メートル弱の
千尋岩（通称ハートロック）へのルートが人
気。片道2、3時間の本格的なハイキングが
楽しめる。
　ある時ハートロックへのルート上にトイレ
ットペーパーが散乱しているという“うわさ”。
島内唯一のスーパーマーケットの前でした
たかに話されていたようだ。これを気にか
けた自然ガイドが自分でゴミ拾いツアーを
企画し、うわさの場所に出向いたもののそ
こには何もない。これを繰り返し実施するう
ちに、うわさは消滅。

　世界自然遺産登録以降、ハ
ートロックへのツアー客数は急
増した。混雑感が出てきたが、
各ガイドが工夫して参加者の満
足度を保つようにしている。そも
そも入山料のような話は、自然

破壊やトイレ問題、過剰利用などの具体的
な懸念事項に対する対処策として出てくる
ものだと思う。つまり、少しでも気になること
があれば、その都度、当事者が日常的にう
まく対応できていればよいこと。それがまま
ならず、抜本的な対応策に迫られる境界線
あたりのことをキャリングキャパシティという
のかもしれない。（談）　　（かねこ たかし）

コラム

株式会社 ソルマル　代表取締役
　小笠原村観光協会　会長
自然ガイド　金子 隆
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